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水素燃焼 ガ ス 中 にお け る水素再熱及 び そ の 排出ガ ス 特性
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Proceeclings　of　6th　lnternational　Symposium　on 　Ma 血 e

　　　　　　　　　 Engineer孟ng

　CFD （計算流体力学） の 飛躍的な発達 に 伴 い 、直進

す る 船の 抵抗 を 精度良 く求 め る こ とが 可能 に な っ て き

た。しか し、タ ン カ
ー

の よ うな 太 っ た 船 の 後流 が 高精

度 に 推定 で きる 乱流 モ デ ル は 未 だ 確立 されて お らず、

CFD を 用い た船体 との 干渉 を考慮 した 推進器の 性能評

価 は 充分 で は な い とい うの が 現 状 で あ る。こ れ は 、

Baldwin −Lomax モ デ ル に 代表 され る 低次 の 乱流 モ デ ル

を用 い る と、船尾 で の 渦動粘性係数 が 実験 に比 べ て 過

大評価 され る た め で あ る 。

　本研究で は、1方程式 SA （Spalart−Allmaras）舌L流モ

デ ル の 生 成 項 に修 IE を施 し、従来 の 低次 の 乱流 モ デ ル

を用 い た 数値計算結果や 実験結果と の 比較を行な っ た。

な お 、用 い た NS ソ ル バ ーは 当所 で 開発 した NEPTUj＞E
コ
ー

ドで あ る、、結呆 は 下 図 に示す よ うに、今圓提案 し

た 修正 SA 乱流 モ デ ル は、肥大船 に 特有な船尾 フ ッ ク形

状 が
．
N二現 で きて お り、本修 正 モ デ ル が有用 で あ る こ と

が わか っ た 。

MeasuTed．

　 温 室効果 ガ ス 低減 、 窒 素酸化物低減等 に 見 られ る よ

うに、地球環境保全 が 人類 に と っ て 大きな 課 題 とな っ

て い る が、そ の 解決策 と して 燃焼技術 の 改善、有油 に

代わ る燃料の活用等が あげ られ る 。

　本研究 で は、石 油代替燃料を利用 し極め て低い NOx

排 出 特性 をイfす る 低環境負荷燃焼器 の 設計指針 を得 る

た め 、実験用燃焼装置を用 い て 水素 や メ タ ン を燃焼 さ

せ 、そ れ らの 燃 焼 特性 を調べ た 。 特 に、再熱サ イ クル

ガ ス タ
ービ ン の 再熱器 へ の 各種燃料 の 利用 を想定 し、

約 1200℃ ま で の 水素
一空 気燃 焼 ガ ス を発 牛 で きる 高温

風洞 を使 っ て 、高温燃焼 ガ ス 中で の 水素及 び メ タ ン の

噴 流 拡散燃焼 〔再 熱） を行 い 、こ の よ うな 再熱器 の 燃

焼効率及 び NOx 排出特性を調べ た、，

　本報告で は 、高温 の 水素
一空 気燃焼 ガ ス 中で の 水素

及 び メ タ ン の 噴流拡散燃焼時の 燃焼効率、門：熱 に よ る

NOx 濃度及 び NOx ／NOx 比の 変化、水素添加 に よ る メ

タ ン の 燃焼効率改霽効果 等 につ い て 述べ て い る。

　水素
一空 気燃焼 ガ ス を用 い た 高温風洞 に お い て 、水

素及 び メ タ ン の 高温燃焼 ガ ス 中 で の 噴流拡散燃焼 を行

い 、燃 焼 効率及 び NOx 排 出特性等 を 調べ た 結果、以 下

の こ とが 分か っ た 。

1） 内二熱 に よ り燃焼 ガ ス 11Tの NO ／NOx 比 が 減少 す る こ

　 とが 確認 され た 、，
こ の 傾向 は 再熱温度 が 低 い 場合、

　 及 び メ タ ン が 不 完全燃焼す る場合 に顕著で あ っ た 。

2） メ タ ン は 水素 に 比べ て 、再熱温度 を高 くしない と燃

　 焼が 悪 くな るが 、水素を添 加 す る こ と に よ り、再 熱

　 器の 燃焼効率 を改善 で きる 。

3）再熱部 の EINOx 値 は、燃焼効率が 98％以 上 の 場合、

　 メ タ ン の 存在 に よ り大きくな る 。

Modi 丘ed 　Spalart−Almaras 　model ．
〔u）　 　 　 Cv．w ）

図　SRI96A タ ン カー
船型の プ ロ ペ ラ 面 に お ける wake

　　分布 （上 側） と 面ベ ク ト ル 分 布 （下 側 ）
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